
阪
市
の
水
道
民
営
化
に
関
心

を
も
つ
奈
須
り
え
氏
と
、
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府

組
織
）「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」
研
究
所
の
岸
本
聡
子

氏
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
の
住
民
投
票
で

大
阪
市
に
駆
け
付
け
て

「
都
」
構
想
反
対
の
宣
伝
に

に
、
議
会
を
通
じ
て
市
民
が

関
与
で
き
る
強
み
が
あ
る
と

指
摘
。「
老
朽
水
道
管
の
耐

震
化
・
更
新
に
多
額
の
費
用

が
必
要
」
な
ど
、
市
が
民
営

化
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
問

題
は
、
民
営
化
す
れ
ば
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
語

り
ま
し
た
。

英
国
は
料
金
が

２
０
０
倍
に
も

　

岸
本
氏
は
、
水（
水
道
）の

私
営
化
に
反
対
し
、
公
営
水

道
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
・
民
主

化
へ
国
際
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
連
社
会

経
済
局
の
検
証
で
も
民
営
化

の
失
敗
が
明
ら
に
な
り
始
め

て
お
り
、
世
界
各
国
で
民
営

化
し
た
水
道
を
公
営
に
戻
す

に
対
抗
し
て
持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
し
て
政
策
提
言
を

行
い
、
大
阪
市
の
水
道
民
営

化
問
題
で
も
慎
重
審
議
を
求

め
る
陳
情
を
市
議
会
に
提
出

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

ト
は
じ
め
４
団
体
。

　

東
京
都
大
田
区
の
無
所
属

区
議
で
規
制
緩
和
問
題
や
大

　

主
催
し
た
の
は
、
環
太
平

洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）な
ど

「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

参
加
し
た
奈
須
氏
は
、「
民

営
化
と
は
、
非
営
利
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
営
利
の
経
済
活

動
に
な
る
こ
と
」
と
強
調
。

成
果
は
市
民
で

は
な
く
株
主
に

　

民
営
化
の
「
メ
リ
ッ
ト
」

は
、「
価
格
低
下
」「
サ
ー
ビ

ス
向
上
」
と
言
わ
れ
る
が
、

大
阪
市
案
で
は
「
効
率
化
」

に
よ
る
成
果
は
価
格（
市
民
）

で
は
な
く
、
配
当（
株
主
）に

い
く
可
能
性
が
あ
り
、
株
式

会
社
で
は
利
益
を
縮
小
さ
せ

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
あ
り
得

な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

奈
須
氏
は
、
現
在
の
水
道

事
業
を
担
う
公
営
企
業
は
、

企
業
会
計
で
コ
ス
ト
を
明
確

に
し
て
運
営
さ
れ
る
と
同
時

「
再
公
営
化
」
が
、
00
年
の

２
事
業
か
ら
15
年
の
２
３
５

事
業
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。

　

岸
本
氏
は
、
英
国
で
は
25

年
前
に
水
道
を
完
全
民
営
化

し
た
が
、
料
金
は
２
０
０
倍

に
な
り
、
設
備
投
資
も
行
わ

れ
ず
、
国
民
の
７
割
以
上
が

「
再
公
営
化
」
を
求
め
て
い

る
と
紹
介
。「
住
民
、
利
用

者
、
労
働
者
が
参
画
で
き

る
、
公
営
企
業
の
中
で
の
民

主
主
義
の
確
立
が
重
要
。

「『
民
営
化
で
は
な
く
民
主
化

を
』
と
の
議
論
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
関

係
も
テ
ー
マ
に

　

Ａ
Ｍ
ネ
ッ
ト
の
神
田
浩
史

理
事
が
進
行
し
た
パ
ネ
ル
討

論
で
は
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
答
え
な
が
ら
、
奈
須
、

岸
本
両
氏
が
発
言
し
、
水
道

事
業
が
完
全
民
営
化
さ
れ
た

場
合
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の
関
係
も

テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

「『
民
営
化
を
や
っ
て
駄
目
な

ら
戻
せ
ば
い
い
』
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
い

っ
た
ん
行
っ
た
規
制
緩
和
を

後
退
さ
せ
な
い
ラ
チ
ェ
ッ
ト

規
定
が
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
批

准
さ
れ
れ
ば
、
民
営
化
は
元

に
戻
せ
な
い
」（
奈
須
氏
）な

ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

大阪市の水道民営化を考えようと開かれた集会
＝16日、大阪市中央区内

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
水
道
の
民
営
化
」
と
、
大
阪
市
の
吉
村
洋
文
市

長
が
狙
う
水
道
民
営
化
問
題
を
検
証
し
、
公
営
で
の
発
展
の
可
能
性
を
考

え
合
う
集
会
が
16
日
、
大
阪
市
中
央
区
内
で
開
か
れ
、
市
民
や
水
道
事
業

関
係
者
、
研
究
者
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大阪市水道民営化問題

〝
民
営
化
よ
り
民
主
化
を
〟

市
民
団
体
の
集
会
に
２５０
人

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
あ
り
え
な
い

　

橋
下
徹
前
大
阪
市
長
は
２

０
１
３
年
に
水
道
事
業
の
民

営
化
を
検
討
す
る
こ
と
を
打

ち
出
し
、
同
年
11
月

に
検
討
素
案
、
14
年

９
月
に
民
営
化
基
本

方
針（
安
）が
示
さ
れ

ま
し
た
。
浄
水
場
や
土
地
な

ど
の
資
産
を
市
が
保
有
し
た

ま
ま
、
設
立
当
初
は
市
が
１

０
０
％
出
資
す
る
新
会
社
が

水
道
事
業
を
運
営
す
る
「
上

下
分
離
方
式
」
に
よ
る
民
営

同
年
12
月
ま
で
の
任
期
中
に

条
例
案
を
再
提
出
す
る
こ
と

を
断
念
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
の
市
長
選
で
初

当
選
し
た
吉
村
大
阪
市
長

は
、「
橋
下
市
政
の
改
革
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
修
正

す
べ
き
こ
と
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
」
と
宣
言
。
こ
と

し
２
月
に
、
市
議
会
が
否
決

し
た
民
営
化
条
例
案
と
ほ
ぼ

同
じ
も
の
を
大
阪
市
議
会
に

化
案
で
す
。

　

橋
下
氏
は
15
年
２
月
、
大

阪
市
議
会
に
民
営
化
条
例
案

を
提
出
し
ま
し
た
が
、
維
新

以
外
の
反
対
多
数
で
否
決
。

同
年
５
月
の
住
民
投
票
で
の

「
大
阪
都
」
構
想
否
決
を
受

け
て
「
政
界
引
退
」
表
明
に

追
い
込
ま
れ
た
橋
下
氏
は
、

提
出
。
こ
と
し
３
月
の
大
阪

市
議
会
で
水
道
事
業
民
営
化

案
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し

た
が
、
下
水
道
事
業
を
民
営

化
す
る
た
め
の
予
算（
大
阪

市
１
０
０
％
出
資
の
職
員
の

大
部
分
を
転
籍
さ
せ
る
）は

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
会

議
員
団
の
山
中
智
子
幹
事
長

（
交
通
水
道
委
員
）は
こ
と
し

３
月
の
代
表
質
問
で
、
昨
年

否
決
さ
れ
た
民
営
条
例
案
と

ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
は
、「
議
会
軽
視
も

甚
だ
し
い
」
と
批
判
。
水
道

事
業
は
安
全
・
安
心
の
水
供

給
が
第
一
だ
か
ら
こ
そ
、
全

国
で
も
ほ
ぼ
１
０
０

％
が
公
営
で
あ
る
と

強
調
す
る
と
と
も

に
、
欧
米
諸
国
で
は

水
道
事
業
の
民
営
化
に
失
敗

し
て
、
再
公
営
化
す
る
事
例

が
増
え
て
い
る
と
し
、「
同

じ
轍（
て
つ
）を
踏
ん
で
は
な

ら
な
い
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

大
阪
市
の
水
道
民
営
化
問
題

安
全･

安
心
の
水
供
給
が
第
一

shikai
テキストボックス
(2016年7月24日付大阪民主新報)


